この間１年間、３大使館（Austria, Germany, Hungary)と青山学院大学の科研・総研プロジェクトで準備し、この夏より、EU代表部、2大使館(Lithuania, Poland)のご共催を頂戴しさらに充実することになりました企画のご案内を申し上げます。

■■■国際会議「冷戦終焉20年 鉄のカーテン解体からベルリンの壁崩壊へ」■■■

日　時：2009年11月22日　13時-17時半（開場12時半）

場　所：青山学院大学（青山キャンパス）総合研究所ビル12階　大会議室

主　催：青山学院大学

共　催：駐日欧州委員会代表部、オーストリア大使館、ドイツ大使館、ハンガリー大使館、リトアニア大使館、ポーランド大使館、東京大学（DESK）、朝日新聞社

後　援：外務省、日本・ハンガリー友好協会

詳　細：http://www.ri.aoyama.ac.jp/event/20091122.html

同時通訳有り。

■■■趣旨・概要■■■

鉄のカーテンを開き、ベルリンの壁を崩壊させ、

連帯運動を指揮し、バルト３国で人間の鎖をリードした歴史的政策決定者や

歴史を変えた運動家当事者たちを各国からお招きし

冷戦終焉はいかにもたらされたか、

そしてその後現在に向けていかなる問題が存在しているのかを

赤裸々に語っていただきます。

後半では、歴史を変えた当事者たちと、

青山学院大学国際政治経済学部教授　山本吉宣（国際政治と冷戦）とが

その後冷戦終焉が世界・日本にもたらした影響、２０年の変容

そしてグローバル・クライシス以降の現実など

現在につながる影響について、パネル・ディスカッションを行います。

歴史を変えた当事者たちから、赤裸々な問題を引き出すのは、

朝日新聞の国際面で、冷戦終焉当時に現地で多数の取材をされた

朝日新聞前欧州総局長　大野博人と、青山学院大学教授　羽場久美子です。

オープンな国際会議で英語・日本語同時通訳です。

学生さん、院生さんを含め、是非、全国からご参加ください。

懇親会では、歴史的当事者たちと語り合うチャンスもあります。

どうぞよろしくお願いいたします。

申し込み方法は、最後に記載してありますので、それに従ってお申し込み下さい。

■■■プログラム■■■

第1部（１3:00～15:00）

主催者・共催者挨拶

Part I.　政策決定者の講演

「鉄のカーテンはいかに開放されたか。ベルリンの壁はいかに崩壊したか、

民主化はいかに達成されたか」

・Landsbergis Vytautas（元リトアニア国家元首、1990-92年当時リトアニア最高会議議長、欧州議会議員)

　「1988-1989 年における EU と統合:リトアニアの貢献」

・Lansfeld Vera（作家、元ドイツ国会議員）

　「壁崩壊から20年：知られざる革命」

・Staniskis Jadwiga（1989年当時の連帯運動指導者、ワルシャワ大学元教授）

　「自由化と中東欧の社会主義システム崩壊におけるポーランドの役割」

他

Coffee Break

Part II.　シンポジウム（15:30～17:15）

政策決定者と日本代表のパネルディスカッション

司会：朝日新聞（大野博人　前ヨーロッパ総局長）

青山学院大学（羽場久美子　教授）

パネリスト

・Landsbergis Vytautas、Lansfeld Vera、Staniskis Jadwiga他

・山本吉宣（青山学院大学教授、前東京大学教授）冷戦終焉２０年と国際政治

総括挨拶（17:15～17:30）

レセプション（18:00～19:30）　青学会館IVYホールにて

---

プロジェクト：

青山学院大学総合研究所

「拡大ヨーロッパと東アジアの地域再編―地域統合・安全保障・社会政策の比較研

究」プロジェクト

文部科学省科学研究費基盤研究A

「国際政治に見る欧州と東アジアの地域統合の比較研究」

羽場久美子（研究代表）

山本吉宣、袴田茂樹、押村高、手塚和彰

高木誠一郎、納家政嗣、宮島喬

森井裕一、李鍾元、柴宜弘、山影進

岩田伸人、ポダルコ・ピョートル、竹田憲史

Robert Frank

吉野良子、清水聡、渋谷淳一、中里淳子、Dora Pordan
